
全国学力・学習状況調査の結果から見える学習・生活習慣と学力の関係

質問紙調査分析１（小学校）～質問紙の傾向と正答率～

【選択肢】　１当てはまる　　　２どちらかといえば、当てはまる　　　３どちらかといえば、当てはまらない　　　４当てはまらない

　神栖市の児童は、「授業では、各教科などで学んだことを生かしながら自分の考えをまとめる活動を行ってい
た」と回答した割合が８４．９％で、全国と比べて５．３ポイント高く、正答率も高くなっています。学んだこと
をまとめることで思考力を育てることができます。学んだことをまとめるときに、各教科の見方・考え方を活か
し、根拠を明確に筋道立てて再構成することで考えがすっきりしたり、相手に伝えやすくなったり、新たな発想や
課題が生まれたりします。国語科で培った能力を基本に、全ての教科で言語活動を充実していくことが必要です。 

【２０】「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え工夫
　　　することができている」と回答した神栖市の児童の割合は、全国より高い傾向がみら
　　　れます。また､そのように回答した児童は全国的に正答率が高い傾向がみられます。

選択肢別全国平均正答率

　神栖市の児童は、「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫すること
ができている」と回答した割合が８４．３％で全国と比べて３．６ポイント高く、正答率も高くなっています。ま
た、「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」と回答した神栖市の児童の割合は８５．８％
で、全国と比べると３．９ポイント高くなっています。教師は、児童の立場に立ってつまずきを予想し指導・支援
の方法を考え、児童の誰もが個別最適な方法で問題を解けるようにする必要があります。また、児童が自分の経験
や知識を使って学習問題を解けるように問題を用意したり、既習事項を掲示したりしておくことも必要です。児童
が既習事項を使って考えれば問題を自力解決できるという経験を重ねることで学ぶ意欲を育てることができます。

【３１】「授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動
　　　を行っていた」と回答した神栖市の児童の割合は、全国より高い傾向がみられます。
　　　また、そのように回答した児童は全国的に正答率が高い傾向がみられます。
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質問紙調査分析２（小学校）～質問紙の傾向と正答率～

【選択肢】　１当てはまる　　　２どちらかといえば、当てはまる　　　３どちらかといえば、当てはまらない　　　４当てはまらない

　神栖市の児童は、「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりするこ
とができる」と回答した割合が、８８．５％で全国と比べて４．８ポイント高く、正答率も高くなってい
ます。基礎的・基本的な知識・技能を活用し、思考・判断・表現することで課題を解決していく学びは、
学力の向上につながると言えます。児童自らが、他の学習や生活に結び付けて学習課題・学習計画・学習
活動を考え、学びの意味や価値を振り返ることで達成感や自己の成長、学力の向上を実感できる主体的な
学びをすることが大切です。

　神栖市の児童は、「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら
課題の解決に取り組んでいる」と回答した割合が９４．７％で全国と比べて３．１ポイント高く、正答率
も高くなっています。このことから、「協働的な学び」の充実が学力の向上につながっていると言えま
す。教師の話を聞く受動的な学習よりも、自力解決をする学習、他の人に教えたり他の人の考えを理解し
たりするグループワーク、複数の考えを統合・発展させてよりよい解決方法を見付けるクラスワークを取
り入れることが必要です。協働的には、自分から周りに働きかけるという意味があり、他の人の考えや価
値観を理解し使ったり、尊重したりなどを通して、チームワークやリーダー性を養い、学びに向かうより
よい集団をつくることができます。

【３５】「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりする
          ことができる」と回答した神栖市の児童の割合は、全国より高い傾向がみられま
          す。また、そのように回答した児童は全国的に正答率が高い傾向がみられます。

選択肢別全国平均正答率

【３７】「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しなが
　　　ら課題の解決に取り組んでいる」と回答した神栖市の児童の割合は、全国より高い傾
　　　向がみられます。また、そのように回答した児童は全国的に正答率が高い傾向がみら
　　　れます。
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質問紙調査分析３（中学校）～質問紙の傾向と正答率～

【選択肢】　１当てはまる　　　２どちらかといえば、当てはまる　　　３どちらかといえば、当てはまらない　　　４当てはまらない

　神栖市の生徒は、「分からないたことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工
夫することができている」と回答した割合が８１．１％で全国と比べて２．５ポイント高く、正答率も高
くなっています。生徒が主体的に、課題の自力解決を目指した「個別最適な学び」の充実が大切です。教
師は、生徒の誰もが自力解決できる学習問題を用意する必要があります。また、生徒のもつ既習の知識だ
けで問題を解く方法を考えておく必要があります。さらに、適切な既習の知識を用いることができない生
徒の立場に立って、経験や素朴な方法を使って解くことができるように考えたり、既習事項を掲示等した
りすることが必要です。

　神栖市の生徒は、「１、２年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分
の考えをまとめる活動を行っていた」と回答した割合が８１．６％で全国と比べて６．２ポイント高く、
正答率も高くなっています。学校質問紙調査の結果でも、「前年度までに、各教科等で身に付けたこと
を、様々な課題の解決に生かすことができるような機会を設けていた」と回答した神栖市の中学校の割合
が１００％で、全国と比べて２１．４ポイント高くなっています。まとめの活動では、友達の発表や考え
をしっかりと聞いて、自らの考えと結びつけながら、さらにまとめをすることで論理的な思考力が育ちま
す。自分で考えて学習を突き詰めることで、理解を深めることができます。

【２０】「分からないたことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工
　　　夫することはできている」と回答した神栖市の生徒の割合は、全国より高い傾向がみら
　　　れます。また、そのように回答した生徒は全国的に正答率が高い傾向がみられます。

【3１】「(１、２年生のときに受けた)授業では、各教科などで学んだことを生かしなが
　　　ら、自分の考えをまとめる活動を行っていた」と回答した神栖市の生徒の割合は、
　　　全国より高い傾向がみられます。また、そのように回答した生徒は全国的に正答率
　　　が高い傾向がみられます。
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１、２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだこと
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質問紙調査分析４（中学校）～質問紙の傾向と正答率～

【選択肢】　１当てはまる　　　２どちらかといえば、当てはまる　　　３どちらかといえば、当てはまらない　　　４当てはまらない

　神栖市の生徒は、「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりするこ
とができる」と回答した割合が８１．４％で全国と比べて２．４ポイント高く、正答率も高くなっていま
す。生徒が既習の知識や技能を活用し、思考・判断・表現しながら課題を解決する学びは、学力の向上に
つながると言えます。教師は、生徒に、既習の知識や経験したことを使い自力解決できる学習課題を用意
する必要があります。また、何を学び、何が分かったのか、何ができるようになったか、どう考え、どう
したことが解決につながったのかなど、学びの意味や価値を理解できるように学習過程を振り返ることで
達成感や自己の成長、学力の向上を実感できることが大切です。

【３５】「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりする
　　　ことができる」と回答した神栖市の生徒の割合は、全国より高い傾向がみられます。
　　　また、そのように回答した生徒は全国的に正答率が高い傾向がみられます。

【3７】「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しなが
　　　ら課題の解決に取り組んでいる」と回答した神栖市の生徒の割合は、全国と同様に高
　　　い傾向がみられます。また、そのように回答した生徒は全国的に正答率が高い傾向が
　　　みられます。

　神栖市の生徒は、「友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組ん
でいる」と回答した割合が９２．２％で全国の値と同様に高く、正答率も高くなっています。このことか
ら、「協働的な学び」の充実が学力の向上につながっていると言えます。ラーニングピラミッドによる
と、学習内容の平均記憶率は、教師の話を聞く授業では２週間後に５％ですが、他の人に教えると９０％
になり記憶率は１８倍も変わります。教師の話を聞く受動的な学習よりも、自力解決する学習、他の人に
教えたり他の人の考えを理解したりするグループワーク、複数の考えを統合・発展させるクラスワークを
行う必要があります。協働的には、自分から周りに働きかけるという意味があり、チームワークやリー
ダー性を養い、学びに向かうよりよい集団をつくることができます。

1 2 3 4
全国 27.5 51.5 16.5 3.4
茨城県 28.2 51.4 16.2 3.1
神栖市 31.3 50.1 15.6 2.1
自校

27.5 

51.5

16.5

3.4

28.2

51.4

16.2

3.1

31.3

50.1

15.6

2.1
0 

10 
20 
30 
40 
50 

％

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつ

けて考えたり、生かしたりすることができる

62.0 
58.4 55.9 

51.4 

30

40

50

60

70
国語％

58.3 
52.8 

49.1 
43.7 

30

40

50

60

70
数学％

60.9 
57.8 

51.8 
47.1 

30

40

50

60

70
国語％

56.1 
52.1 

45.3 
39.5 

30

40

50

60

70
数学％

選択肢別全国平均正答

選択肢別全国平均正答

1 2 3 4
全国 46.1 46.2 5.4 1.4
茨城県 50.1 43.3 4.6 1.2
神栖市 52.8 39.4 5.0 1.5
自校

46.1 46.2

5.4
1.4

50.1
43.3 

4.6
1.2

52.8

39.4

5.0 1.5
0 

10 
20 
30 
40 
50 

％
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